
「奈良 大学 情 報処理 セ ンター年 報No
.10」

情 報 処 理 セ ン タ ー の 創 設

文学部 水 野 柳太郎 ※

昭和59年6月17日 の教授会 において、大浦前理事長か ら 「学部学科増設 ならびにキャン

パス移転計画について」の中間報告がなされ、それまで検討 されてきていた奈良大学発展

の方向が明らかになった。これにともなって、7月12日 の教授会において学部学科拡充検

討委員会(市 川良哉委員長)と キャンパス拡充検討委員会(野 崎清孝委員長)の 設置が決

定 された。

昭和60年 に入 り、学部学科拡充検討委員会においては、情報関係科学発展の情況を踏ま

えて、社会情報学部の設置が立案 された。 これに関連 して、春か ら西村学長を中心に非公

式な電算機研究会が開催 されていたが、同年秋 には電算機検討委員会が設置 され、水野が

委員長に任命された。名古屋大学大型電算機 センターの第1号 機の機種選定委員会におい

て、文科系研究者の委員を務めたことが理 由であった。教員の委員は、水野 に加えて中川 ・

木村 ・碓井 ・泉の4助 教授であった。これ と並行 して、情報教育担当教員の選考が進め ら

れた。 しか し、社会情報学部の構想 は、 まだ時期 尚早で文部省の理解 をえられず、社会学

部に切 り替えられた。 しか し、その後の他大学 における情報関係学部設置の道 を開 く契機

となったであろうと、関係委員の先見を自負 してよかろう。この間に当時MITに 留学 中

であった今泉重夫現教授 に個人的に相談 していたが、帰国後本学就任 を承諾 された後は、

積極的に来学 し構想の取纏めに協力 して頂いた ・

社会学部の構想 を進めるにあたって も、引続 き情報関係施設の重要性が認め られ、検討

がつづいた。昭和61年3月13日 の電算機検討委員会の出席者は、西村学長以下電算機検討

委員、市川 ・野崎両委員長、故本田教務部長のほか、伊佐大学事務局長ほか関係事務職員

であった。議題 は、昭和63年4月 の社会学部開設 と同時に電算機の設置を完了で きるため

の作業 日程、「情報科学」開設 にともな う教科過程の変更、電算機検討委員会の今後の予

定などである。

3月25・26両 日にわた り、電算機検討委員会が担当予定者を加 えて開催 された。初 日は、

大浦理事長の出席の下に、情報処理教育の理念な らびに教科過程 について検討が行なわれ、

施設の名称は 「情報処理セ ンター」 となった。2日 目には、委員お よび担当予定者によ り、

前 日に野崎キャンパス検討委員長か ら提示 された、セ ンターの平面図について部屋割 りが

検討 された。 しか し、この平面図は既存の電算機センターをそのまま踏襲 していたため、

2階 の主機械室の面積が小型化 された大型電算機には過大であ り、1階 の70人 収容の第1

※元奈良大学情報処理センター所長
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実習 室 と50人 収容 の第2実 習室 はTSS端 末 使用 を前提 としてい たの で、パ ソコ ン端 末 と

す る と机が大 型 にな って入 り切 らず 、急遽 設計変 更を行 なわね ばな らなか った。主機械 室

はパ ー テ ィシ ョンで区切 り、 これ に よって生 じた空 間はそ の後の搬 入 ・保守 ・置換 な どの

作業 に有効 に使 用 で きた。 しか し、実 習室 の面積 不足 は床面 の コン クリー ト打 ち込 み後 に

明 らか にな った ので、大 きな変 更が 出来ず 、第!実 習室 を後方 に拡 張 したが 、器 具 ・家具

の配 置 を前後 逆転 しなけれ ばな らなか ったので やや不 便 にな り、第2実 習室 がか な り縦 長

にな るな どの不具合 を生 じ、1階 の 部屋割 りが不 釣合 い とな ったが 、現 在 まで運用 に大 き

な支 障 は生 じなか った。 しか し、 まだ設計 変更 が ロ∫能 な時期 に実 習室 面積 の不足が 明 らか

にな ったのは 、不幸 中の 幸いであ った。 キ ャ ンパ ス検 討委 員会 との連 絡が不 足 してい た こ

と、各室 の面 積 を確 認 しなか った ことは,cだ 残 念で あ る。

その後 、機 種選定 に関 し製造 各社 にシ ステ ム と見積 りを要望す る概 要の取纏 め を進め 、

5月22日 の電 算機検 討委 員会 で、基 本方針 を決定 した。

1.情 報 処理教 育 に利用 す る ことを主 目的 と し、併 せ て研 究 用 の利 用 も考慮 す る。

2.シ ステムは安定性 の あ る機器 に よって構 成 し、 トラブルの発 生原 因 となる機 器の

組込 み は さけ る。

3.運 転 に要す る人員 は、必 要最 小 限 とす る。

4.次 の項 目は別途 検討 す る。

a.特 殊機 器 の設置 。

b.パ ソコ ン ・スーパーパ ソコ ンの設 置。

C.研 究 上の要 請。

d.ソ フ トパ ッケ ージの購 入。

e.そ の他 。

この方針 にそ って、製 造 各社 に要 請す る システ ム と見積 りの案 文が 認め られ、 回答 各社

の説 明聴取 には 、担 当予 定の 今泉現教授 も出席 す る こと とな った。 その概要 は下記 の とお

りであ る。 この作成 はほ とん ど今泉教授 の努 力 に よる もの であ るが 、現 在 は使 用 され ない

磁気 テ ープ ・カー ド穿孔 機 な どが あ って 、その性 能 も今昔 の感 に耐 えな い ものが あ る。

1.使 用 目的 情 報処 理教 育。

情報 科学 、電算機概 論 、 プ ログ ラム言語 等 の一般教 育 お よび実習用 に利用 し、 さ

らに専 門の教 育研究 に も利 用 す る。 と くに 一般教 育 の実習 が 円滑 に処 理 され る よう

配慮す る とと もに、最小 の 人数 で運 用可能 な もの。

2.ハ ー ドウエ ア構成

(1)主 記憶装置:10MB。

(2)磁 気 デ ィス ク装 置:端 末 機80台 以 上 を接 続 した場 合、 これ を適 正 に運 転 で き

る記憶 容量 と設置 台数 。
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(3)磁 気 テー プ:シ ステムバ ックア ップ用 の他 に、ユ ーザ.___利用 として1台 。

(4)ラ イ ンプ リンター:0台 以 上。但 し漢字 が使 用 で き、適 当な速度 を有す るこ と。

オー トカ ッターの付属 が望 ま しい。

(5)レ ーザ ー プ リン ター プロ ッタ.__._または静電 プロ ッター1台(モ ノ クロ)。

(6)カ ー ド読 取装置:1台 。

(7)マ ー ク読 取装置:1台 。但 しカー ド読 取装 置 と併 用 で きる装 置 で も よい。使用

カー ドは、80桁 かA4カ ー ドか 明示す る。

(8)カ ー ド穿孔 機:1台 。

(9)端 末 機:両 者 端 末 と して80台 程 度 を接 続 す る。 パ ソ コ ン端 末が 望 ま しい。 こ

の うち10台 程度 をグラ フ ィ ック ター ミナ ル とす る。

また10台 程 度 をセ ンター外 の研 究用 端末 として設置 。す る。 画像処理 端末(デ ジ

タイザ ー と前記 よ り細 かい ドッ トを有す る グラフ ィックター ミナ ル)を1台 程度 。

(1◎XYプ ロ ッター:A21台 。

デ ジ タイザ ー:AO1台 。

タブ レッ ト:A310台 。

3.ソ フ トウ ェア

(1)基 本 ソ フ トウ ェア オペ レー テ ィングシステ ム(OS)を 含 む。

応用 ソ フ トウエ ア。

その他。

(2)奈 良大学 が必 要 とす る処理 プロ グラム

FORTRAN,COBOL(漢 字 を含 む),C言 語,LISP,PL/1,

BASIC,PASCAL,PROROG,ア ッセ ンブ ラー。

(3)プ ログ ラムパ ッケ.___ジと して 、SAS,SPSS,ODYSSEYを イ ンプ リ

メ ン トした場合 の料金 。

(4)そ の他 。

4.支 援 態勢 につ いて

SE,CEに つ いて は、大学 に常駐 して支援 す るか、常 駐 で きない場合 の支援 態

勢(特 にSE)に つい ての条件 。サ ー ビス態勢 。

5.自 動 運転装 置 の有 無 に よる価 格 の異 同。

6.そ の他 特記 事項 。

この要請 に対 して、 日立 ・DEC・NEC・ 富 士通 ・三菱 の5社 か らの回答 があ り、14

日か ら16日 の3日 間、説 明聴取 が行 なわれ、結 果 は8月12日 の電算機 検討 委員 会 に報告 さ

れ 、「電算 機製造 会社 に関す る所 見」 が 承認 され た。
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電算 機製造 会社 に関す る所 見

1.電 算機 システム提案 会社 お よび説 明聴 取状 況

(1)日 立 製作所3名7月14日 午 前

(2)理 経 ・日本DEC2名7月14日 午 後

(3)日 本電 気株 式会社4名7月15日 午 前

(4)富 士通 株式 会社2名7月15日 午後

(5)三 菱電 機株 式会社2名7月16口 午 前(他 に丸善 図書館情 報 関係2名)

2.説 明聴取

各社 よ り提 案説 明約1時 間後 、質疑応 答約1時 間 を実施 し、補充 説明 と提 案変 更

につ い て は、7月31日 まで に書 面 で提 出 す る よ うに 求 め た。(書 面 提 出 は 日本電

気の み。)

3.問 題 点

① 各社 とも提 案 システムが やや過 大で 、価格 面 に も問題 が あ り、 システムお よび

ソ フ トともに詳細 な検討 が必 要 であ る。

② 日立 製作所

提案 システ ム 自体 は さほ ど問題 は ないが 、全般 的 に過 大で価 格 も高い。 主 シス

テ ムの変更 を含 め システ ム全般 的検 討 の 上、現 在 の価格 の半 額以下 にお さえ られ

るな らば考慮 で きる。画像 処理 につ いて は、提案 システ ムの稼働 は未経験 ら しい。

③ 日本DEC

他社 との構 成 を全 く異 にす る。 外資系 であ るの で大幅 な値 引 きの可 能性 は ない。

た だ し、補助機 器 と しての性能 は高い。

④ 日本電気

教 育用 に使 用す る と き、九州 大学情 報処 理教 育 セ ン ターが 、 日本電 気か ら富 士

通 に変更 した後 、有効 に使 用 出来 た と され る点 に不安 が あ る。提 案端 末機 の評 価

は高 いが 、最近 キーボ ー ドの故 障が 多 く、対 応 が悪 い。 ただ し、IBM互 換性 を

持 た な い の で、 補 助 と して他 社 の スー パ ー一ミニ コ ン(例DEC製 、VAX

STATIONH/PC約1000万 円)を 早 急 に設 置す る こ とが望 ま しい ので、価 格 面

で の調 整 を要す る。

⑤ 富士 通

教 育用 に使 用 出来 るが 、端 末機FM16β の評価 が安 定せ ず、 ソフ トFM-D

OSに 欠陥 があ る。今 年末発 表 の新機種 を見 て検討 す るのが 適当 であ る。

⑥ 三菱 電機

初心 者教育 用 と して は疑問 が あ り、奈 良県 下で は実績 が少 ない。 画像処理 関係

の発展性 が少 ない。
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4.所 見

各 社 とも一一長 一・短 はあ るが、性 能 と価 格 お よび将 来性 か ら見 る と、 日本電気 と富

士通 が適 当で ある。 日立 も半 額以下 で適 当 な システ ム を提 案 で きる な らば候補 に上

げ られ る。

63年3月 ～4月 に予想 され る時期 には、提案 相 当の新機 種 に変更 され る こ と も予

想 され るので、本契 約が 予想 され る62年4月 ～6月 まで、で きるな らば 上記2～3

社 を競 合 させ 、 シス テムお よび価格 の交 渉 を有 利 に進 めたい。 この際 には上記 の問

題 点① 日本電 気 の非IBM互 換性 、② 富士 通 の端末機 に留 意 す る必 要が あ る。

その後の 内部的検 討 の結 果 、9月10日 には情報 処理 セ ンターの設計 図 ・内部仕様 書 を久

米建設 設計 に提 示 し、25口 の電 算機検 討委 員会 にお いて 、対 象 会社 をNECと 富 士通 とす

るこ とを決定 し、併 せ て社 会学 部お よび文 学部 地理学 科 の利 用案 の検討 に入 る ことにな っ

た。10月2日 か ら4日 にか けて、 日本 電気提 案 のACOS、 富士 通提 案のFACOMに つ

い て、再度 質問書 を提 示 して して 回答 を求 め、 以後別 個 に両者 との話 し合 いが行 なわれた。

11月 に入 り、両社 との個別 の話 し合 いの結 果、大 浦理 事長 に一長 一短 の状況 を説 明 し、F

ACOMが 教 育機 関で多 く採 用 されてい るので希 望が 強 い 旨を報 告 した。 これ につ いて、

理事 長 か ら端 末機 の安 定性 を重 視 して、 日本 電 気 のACOS430-70の 導 入が 決定 され、

システム につい て 日本電気 との話合 いが続 け られ た。 この本体機 種 は、NEC大 型計算 機

の なかで は最小 の機 種 で、端末機 全部 が稼働 した ときに対応 しかね る との不 安が あ ったけ

れ ども、幸 い に事故 な くその使 命 を終 えた。 また、機 器構 成 に関 して、学 内で不 満 を持 つ

向 きもあ ったが、何 分 に も最初 の試 みで あ ったので 、使 用経 験 を積 んで二号 機 に置換 す る

際 に考慮 す る こ とと した。

昭和62年1月12日 、 奈良大学 と 日本 電気 の 問で電算 機購 入の契 約 が結 ばれ、即 日発注 さ

れ た。機種 はACOS430-70及 び画像 処理機 、端 末機 としてPC9801VM21が78台 であ っ

た。端 末機 は、第 一実 習室 に35台 、第二 実 習室 に25台(開 設次 年度 設 置予 定)、 セ ンター

内部 の端 末機10台 と、校 内電話線 を利 用 して接続 す る端末 機 各学 科1台 、教 養部2台 の8

台 であ る。 各学科 に配 当 した端 末機 は地理 学科 を除 いて は大型計 算機 本体 に接続 されず、

単 にパ ソコ ンと して使 用 され 、地理学 科 の使 用 も多 くはなか ったが 、そ れ まで 高価 で入手

困難 であ った学内 にお け るパ ソコ ン利 用 の促 進 には貢 献 で きた こ とを喜 び とした い。 一部

の強 い要望 で設置 され た画像処 理機 は、導 入時期 が 尚早 で使 用 が 困難で 、 ほ とん ど利 用 さ

れ なか ったのが遺憾 で あ る。

1月20日 に は、社 会学部 の情 報教 育関係 予定 者 との打 合せ を実施 し、2月2日 には 日本

電気 との 問で システ ム構戒 を決 定 し、併せ て電 算機 及 び資 材 の配置 を決定 した。3月13日

には、奈 良大 学 、 日本電 気 、久米建 築 設計 の 三者 に よる第一 回の打 合せ があ って 、情 報処

理 セ ン ター内部 と設備備 品 、エ ア コン システム、電 気 ・通 信 回線等 の打 合せが 行 なわれ 、
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翌 日決 定の 後、必要 に応 じて随 時継続 して開催 され た。エ ア コ ンシステ ムについ ては、打

合せ以 前 に久米建築 設計 によって機種 が選定 されて いて、電 算機本 体 との接続 が 困難 で 、

最終 的 には完 全 な 自動運転 が不 可能 とな り、冬期 にはセ ンター関 係者 が早朝 に出勤 して予

熱 を必 要 とす る不都 合が生 じた。 この間、 久米建 築設計 よ り情 報 処理 セ ンター内部 の設備 、

備 品 の配置 につ いての意見 を求 め られ、前 に述べ た ような教 室の面 積不足 が 明 らかに な り、

設計変 更が行 なわれた。

なお、京都 大学大 型電子計 算機 セ ン ター との交信 を 目的 と して 、 ワー クステー シ ョン富

士通FACOM9450ΣmkHを 情報 処理 セ ン ター開設初 年度 に導 入 す る こ とに なった。他

に設置 予算 に よっ て、 ヒュー レッ トパ ッカー ド社 の ワー クステー シ ョンHP-900を 設置

す る予 定で あ ったが 、事務担 当者の リス トか ら漏 れ る ミスが あ り、開設次 年度 に持 ち越 さ

れ た。

7月25日 に学 内 の情 報処 理教育打 合 会が 開か れ、8月24・25両 日には、情報 教育担 当予

定者 の打 合会 が 開かれ て、情 報処 理教育 の 内容 と形 態 、情 報処 理 セ ンタ.____の運 営 な どに関

す る意 見が交換 されて、 開設準備 が進 め られた。

11月 には、昭和63年 度 の奈良大 学予算 請求 にあ た り、情 報処 理 セ ンター次年 度予算 の作

成 を水野 に委 嘱 された。経験 の ない任務 に困惑 しなが ら何 とか形 を整 えたが 、執 行 にあ た

り故村松 豊一 初代 課長 の適切 な運営 に よって大過 なか った こ とを、故 人 に改 めて感謝 した
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昭和63年1月18日 と3月10日 の 日本電 気 との打 合せ におい て、3月20日 か ら30日 の問 に

機 器 の搬 入設置 が行 なわ れる こ とになった。 キ ャ ンパ ス移 転が ほ ぼ終 わ り、 入学 試験 と卒

業式 が新 キ ャ ンパ スで行 な われ たが 、情 報 処理 セ ンター の事 務 職 員配 置 が新 年 度 か らと

な ったため、3月 に入 って か ら水野 ひ と りが建 物 の管理 にあ た ってい た。 完成直 後で冬期

の暖房が行 なわれ なか った建物 は、完全 に冷 え きって いて暖房 が効 かず 、寒気 の中不慣 れ

な器 具 を使 用す るの は甚 だ心細 か った。機 器 の搬 入 が始 まる頃 になる と、就 任予定 者 の来

訪 も多 くな り、周 囲 も騒 然 と して 、 よ うや く人心 地 がつ いて きた。 セ ン ター機器 の設置 が

す んだ けれ ど も、要員が準 備 され てい なか ったためOSが 完 成 してお らず 、NECか ら提

供 を受 けた仮 のOSを イ ンス トー ル して 、開設 時の デモ ンス トレー シ ョンにあ てる こ とが

出来 た。 なお、第2実 習室 の端 末機 は、予定 を繰 り上 げ、5月 に入 って設置 され た。

小 さい とはい え大 型電算 機 を設置す る情報 処理 セ ンター開設 の準 備 にあ た って 、僅 か の

使用経験 者 があ るのみで 、電子計 算機 の設置 運転 に経験 が あ る専任 者 が ない ままに行 なっ

たの は、 い まか ら考 える と無謀 と しかい えない。 関係 者各位 のの援助 と努力 によって、大

過 な く完 成 を見 て 、昭和63年9月 にOSの イ ンス トールが完 了 し、13日 か ら本 格運転 に入

り利用 が開始 され、運 用 され たの は まこ とに幸 運 であ った。
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